
金
滞
古
蹟
志
巻
廿
八

勢
使
番
黒
母
衣
衆
と
て
、
倖
維
業
介
・
宮
城
采
女
・
西
尾
隼
人
・
森
様

太
夫
・
脇
田
帯
万
・
葛
巻
隼
人
・
生
田
四
郎
兵
衛
た
ど
を
初
め
と
し
て
、

人
員
廿
八
人
の
姓
名
を
拳
げ
た
り
。
藩
閣
官
職
遜
考
に
、
使
呑
母
衣

衆
は
、
皆
稽
代
の
士
に
て
、
新
舎
は
金
の
番
烏
た
り
と
い
へ
り
。

。
強
盗
白
銀
屋
奥
左
衛
門
億

加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
云
ふ
。
奥
左
衛
門
は
.
金
津
母
衣
町
枯
木

橋
の
下
に
居
住
す
。
一
元
来
能
州
の
産
に
て
、
白
銀
屋
に
養
は
れ
.
共

の
師
を
白
銀
屋
源
左
衛
門
と
一
宮
ひ
、
北
方
の
名
工
也
。
養
父
は
衆
窓

と
て
、
是
も
亦
名
人
た
り
。
後
藤
家
代
々
の
細
工
と
い
へ

εも
、
乗

益
に
及
ぶ
も
の
稀
也
と
一
式
ふ
。
奥
左
街
門
は
質
勝
十
二
年
の
春
以

来
.
侍
屋
敷
へ
ひ
た
と
盗
賊
に
入
り
、
土
裁
も
十
二
・
三
ク
所
破
り

円
滑
川
)

け
り
。
克
諜
類
も
甚
だ
多
し
。
務
士
馬
廻
組
二
百
五
十
石
前
回
儀
太

夫
の
妹
、
十
ク
年
許
以
前
出
奔
行
街
不
v
知
底
、
興
左
衛
門
棄
に
設
し

置
き
た
る
曲
、
此
頃
露
頴
す
。
さ
て
奥
左
衛
門
は
、
鶴
見
暦
十
二
年
十

一
月
晦
日
被
昌
召
捕
一
明
和
元
年
四
月
廿
七
日
生
胴
の
刑
罪
広
被
v
命。

前
田
駿
河
守
家
来
木
村
惣
太
夫
方
に
相
勤
居
る
奥
左
衛
門
せ
が
れ
、

十
三
歳
に
罷
成
り
、
制
首
之
刑
に
相
成
る
。
と
あ
り
。
抑
e
奥
左
術
門

は
奮
藩
圏
一
初
以
来
の
強
盗
・
怠
る
が
故
K
.
堀
樗
庵
の
越
白
浪
と
鋭
せ

岩
根
町
へ
脇
せ
し
め
た
り
。

O
森
川
勘
解
由
偉

森
川
氏
の
子
孫
は
早
く
絶
え
た
り
し
故
に
、
共
の
履
歴
今
詳
か
怠
ら

ム

γ
。
寛
永
以
後
藩
士
と
成
り
た
り
け
ん
‘
慶
長
・
元
和
・
寛
永
の
士
艇

に
は
共
の
名
見
え
告
1
0

寛
永
十
六
年
六
月
の
火
事
定
曹
に
、
一
番
定

火
番
乗
小
塚
藤
右
衛
門
・
不
破
彦
三
・
生
駒
内
謄
・
森
川
勘
解
由
と
見

え
‘
鹿
安
二
年
の
小
松
年
頭
御
融
次
第
替
に
、
篠
原
監
物
と
多
賀
左

近
と
の
聞
に
森
川
勘
解
由
を
載
せ
た
り
。
知
行
高
は
鮮
か
た
ら
宇
と

い
へ

E
も
、
人
持
組
に
て
、
寛
永
の
宋
頃
召
抱
え
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。

改
作
草
創
十
村
物
語
と
い
ふ
も
の
に
如
v
左
記
載
す
。

一
、
熱
野
村
彦
兵
衛
申
候
は
、
御
城
下
廻
り
南
北
、
石
川
郡
・
河
北
郡

は
金
滞
近
在
故
、
先
年
よ
り
年
中
御
給
入
、
百
姓
方
よ
り
薪
・
ぬ
か
・

わ
ら
・
竹
木
共
外
用
所
之
諸
色
取
寄
、
牧
納
菟
に
闘
り
込
。
明
暦
四
年

小
松
に
て
御
知
行
制
御
所
附
被
昌
仰
付
-
候
刻
、
御
給
人
よ
り
村
々
如
v

斯
に
取
申
由
各
御
番
上
。
夫
を
以
平
均
菟
罷
成
候
故
‘
飴
郡
よ
り
は

商
菟
に
罷
成
候
0

4

ん
下
菟
之
村
も
、
四
方
村
績
完
引
に
罷
成
、
飴
郡

よ
り
は
高
菟
に
有
v
之
候
。
共
上
明
暦
二
年
五
一
応
之
刻
、
手
取
川
端
よ

り
野
々
市
村
迄
手
上
菟
御
奉
行
森
川
勘
解
由
殿
十
村
被
a
召
連
一
毎
日

金
揮
官
蹟
志
巻
サ

λ

一
六

る
草
紙
に
も
‘
熊
坂
長
範
・
四
井
衣
郎
兵
衛
・
矢
嶋
伊
助
・
白
銀
屋
興

左
衛
門
等
の
履
膝
を
悉
し
く
記
載
し
、
盗
人
に
も
成
盗
・
妖
盗
・
脊

盗
・
縞
盗
の
種
類
あ
る
よ
し
を
論
耕
し
て
、
文
飾
を
あ
ゃ
な
し
、
児
女

子
の
慰
と
せ
り
。
是
則
ち
勧
善
懲
悪
の
趣
旨
な
ら
ん
か
。

。
漫
野
川
小
橋

此
の
橋
の
濫
錦
、
何
れ
の
頃
友
る
に
や
‘
萄
務
中
の
記
録
に
所
見
な

し
。
故
に
共
の
時
代
等
詳
か
友
ら
A
Y
。

。
勘
解
由
町

一
冗
線
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
民
、
勘
解
由
町
と
あ
り
。
貞
享
二

年
の
卯
辰
蓮
華
寺
由
来
書
に
.
賞
寺
古
屋
敷
は
.
洩
野
川
下
塩
屋
町

之
近
所
、
勘
解
由
殿
町
民
罷
在
庫
、
三
代
以
前
之
住
持
之
節
.
貧
寺

故
及
昌
大
破
一
剰
寺
屋
敷
御
用
地
に
罷
成
云
々
。
と
あ
り
て
、
そ
の
か

み
は
勘
解
由
殿
町
と
も
呼
ぴ
た
り
し
と
聞
ゆ
。
此
の
地
は
森
川
勘
解

由
と
云
ふ
人
小
橋
の
爪
・
な
る
前
田
監
物
元
邸
地
に
居
住
せ
し
故
に
、

町
名
に
呼
ぺ
り
と
云
ふ
。
亀
尾
記
に
.
勘
解
由
町
は
岩
根
勘
解
由
と

い
ふ
侍
の
居
邸
あ
り
し
故
名
づ
く
。
今
の
洩
野
町
の
草
師
は
い
に
し

へ
此
の
地
に
居
す
。
と
い
へ
り
。
但
し
‘
岩
根
勘
解
由
は
森
川
勘

解
由
の
週
間
・
な
る
ぺ
し
。
明
治
四
年
以
後
、
此
の
町
名
を
厳
し
.

上
菟
共
日
切
に
・
書
記
し
.
小
松
へ
被
=
指
上
-
候
践
に
、
如
v
斯
二
歩
・
三

歩
と
有
v
之
鹿
は
共
分
に
仕
可
v
申
皆
‘
勘
解
由
殿
迄
被
ロ
仰
下
-
候
故
、

扱
は
比
日
可
昌
申
上
-
上
発
不
v
奉
v
晦
一
昌
御
意
-
と
相
見
え
候
問
、
明
日
よ

り
菟
四
歩
を
下
に
し
て
‘
五
・
六
歩
又
六
・
七
歩
ま
で
手
上
げ
可
v
仕

皆
、
勘
解
由
殿
十
村
共
へ
被
=
仰
渡
一
野
々
市
組
半
分
・
押
野
組
・
岡
井

組
・
淵
上
組
、
此
分
は
右
之
遁
上
菟
も
多
し
と
申
候
事
。

右
の
ク
僚
を
ぽ
記
戦
せ
り
。
此
の
ク
僚
の
物
穏
に
操
れ
ば
、
明
暦
三

年
の
頃
は
森
川
勘
解
曲
が
改
作
方
を
勤
め
た
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。

事
保
十
五
年
前
回
監
物
屋
敷
停
承
書
民
、
小
橋
之
屋
敷
は
森
川
勘
解

由
殿
と
申
入
居
候
申
庭
、
御
暇
被
v
下
立
退
き
被
v
申
に
付
、
家
屋
敷

揚
り
、
前
跡
前
悶
源
随
殿
奔
領
被
v
成
。
と
あ
り
。
按
守
る
に
‘
森
川

氏
の
金
揮
に
在
住
の
頃
は
、
堀
川
宗
徳
寺
を
ぽ
菩
提
所
と
な
し
た

り
。
今
同
寺
の
過
去
帳
に
、
森
川
勘
解
由
父
元
和
八
年
三
月
三
日
死

と
あ
り
て
法
名
を
記
載
し
、
又
寓
治
元
年
十
月
七
日
死
、
森
川
勘
解

曲
、
月
窓
院
殿
白
翁
良
清
居
士
。
蛍
山
本
隼
緯
趨
如
来
傘
像
寄
進
施

主
也
。
と
あ
り
。
管
家
見
聞
集
に
、
高
治
二
年
森
川
伊
織
絡
を
敵
し

浪
人
す
。
是
兄
勘
解
由
跡
式
之
事
に
依
り
て
也
。
と
見
え
、
伊
織
は

高
治
元
年
江
戸
天
守
護
築
替
の
僚
に
、
石
引
邸
中
行
は
阿
部
茜
お
術

七




